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研究成果の概要（和文）：福井県沿岸に位置する茱崎（ぐみざき）でリアルタイム海洋観測ブイを設置し、web
サイトで水温、流速、波浪の情報を発信した。この観測は既存の福井県沿岸の観測体制とリンクさせ、若狭湾沿
岸域の観測ネットワークの一部となった。また、リアルタイム海洋観測ブイのデータは漁師の経験的知見と組み
合わせて現場で活用されている。さらに、ADCP（超音波ドップラー流向流速計）で計測される流向・流速データ
や反射強度データの有効活用について研究を進めた。ADCPの反射強度データは動物プランクトンの日周変動と推
察されるシグナルを示すことがあり、動物プランクトンの存在時期を把握できる指標として活用できる可能性が
見出された。

研究成果の概要（英文）：　A real-time ocean environmental observation buoy was installed at 
Gumizaki, which is located on the coast of Fukui Prefecture, and  the data of water temperature, 
current velocity and waves were transmitted via our website. This observation was linked to the 
coastal ocean information network of Fukui Prefecture and became a part of the local observation 
network.
　Furthermore, the effective uses of the current data and the acoustic scattering intensity data 
measured by an ADCP(Acoustic Doppler Current Profiler) were examined. It was proposed that the ADCP 
acoustic scattering intensity data could serve as an indicator of the presence of zoo plankton in 
the sea area.

研究分野： 沿岸海洋学

キーワード： 漁場海況情報　モニタリング　環境指標
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題で福井県沿岸に設置したリアルタイム海洋観測ブイは福井県沿岸の海況情報ネットワークに加入すること
により、水産業をはじめとする地域産業で効果的に活用されることになった。また、海況データを配信すること
のみならず、獲得したデータを利用して設置エリアで発生した急潮などの海洋現象の特性や、台風時の流動変動
などを明らかにする基礎データとして利用されることにより、水産海洋学や海洋物理学といった領域に対して学
術的な価値を供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(１)  近年、高解像度モデルを用いた海況予報や海洋観測ブイを用いた水温や流れのリアルタ
イム海洋観測が各地で始まったものの、陸上における「天気予報」や「アメダス」のように日々
の生活情報として利用できるまでには至っていない。海の予報や海洋観測ブイの情報を地域で
有効活用できるように、「新たな海況情報を利用した沿岸域の環境評価とその利用法の開発」を
行う必要があった。 
(２) 定置網漁場の担い手の高齢化が進行し、漁業の経験的知見の喪失が懸念されている。経験
豊富な漁業者の意見を伺えるうちに科学的な視点を導入し、海洋学、水産学などの科学的知見・
分析に基づいた「社会で共有する生きた情報へ発展させるための実戦的研究」が必要とされてい
る。 
(３) 福井県立大学は本研究実施前の 2012 年から若狭湾の丹生(にゅう)にある定置網の近くで、
水温計や流速計、海洋観測ブイなどの観測機器を設置し、漁場環境を把握できる体制を構築した。
さらに発展させれば、充実した海洋情報体制の構築や新たな環境指標を見いだせる可能性があ
る。 
 
２．研究の目的 
（１）日本の漁場の担い手は 50 歳以上の高齢者が多く、若者は少ない。若狭湾の定置網漁場に
リアルタイム海洋観測ブイを設置することで新しい海況情報を提供し、従来の「経験的知見」と
「新しい海洋情報」の両方を生かして、漁場環境の把握に役立つ海況情報の提供について研究を
進める。 
（２）ADCP（超音波ドップラー流向流速計）が観測用ブイに搭載されるようになってきた。
ADCP によって計測される多層の流向・流速データの有効活用法や、流向・流速と同時に計測さ
れる「音響散乱強度」のデータの環境情報としての利用法を見いだす。 
 
３．研究の方法 
(１) 福井県沿岸における定置網実施時期（5～10 月頃）に流速、水温を設置し、情報を収集す
る。その一方で、過去分も含めてデータを収集し、「どのような条件で漁場は形成されるのか。
どのような現象注目することが重要なのか。」ということに注目した分析を進め、「海況変動の把
握にとって重要な海洋現象や、その情報提供のあり方」を見い出す。 
 
(２)  海洋学、水産海洋学の視点から「注目すべき現象」や「流動構造」の特徴を解明する。漁
獲量データから大漁時やイカやハマチ、ブリなどが現れた時期を検出し、同時に大漁時の海況デ
ータを集めることで「漁獲される回遊魚と海洋環境の関係」等を明らかにする。 
 
(３) 近年、沿岸域の海洋観測で利用されるようになってきた ADCP を用い、多層の流向・流速
を利用した海況変動特性の分析や、ADCP の反射強度データの活用方法の開発および、その情
報を一般に公表するための試行的体制を構築する。 
 
４．研究成果 
（１）リアルタイム海洋観測ブイを利用した海況情報の発信体制の確立 
 若狭湾湾口付近に位置する茱崎（ぐみざき）定置にリアルタイム海洋観測ブイ（図 1左）を設
置した。このブイでは、水温、流向・流速が 1時間ごとに、波高は 4時間ごとに計測される。ブ
イによって計測されたデータは携帯電話回線を利用して大学のサーバーへと転送され、web 上に
データを速やかに掲載する仕組みとなっている（図 1右）。 
Web 上の情報はどなたでも閲覧可能で、日々の定置網操業前の海況の確認や台風通過時の影響

などの監視など様々な用途で利用されている。図の時系列はわかりにくいが、上から水温、流速

図 1．茱崎定置に設置したリアルタム海洋観測ブイと情報発信をする web サイトの例
（https://www.s.fpu.ac.jp/kaneda/wakasa_info/index.html） 



ベクトル、有義波高の時間変化を示しており、それぞれの数値データも閲覧可能である。漁師は
長年の経験による経験知と組み合わせてデータをみるので、短期間のうちに漁に適した活用方
法を見出すことがわかった。 
また、ブイの安定運用、メンテナンス等の管理方法についても研究を進めた。北陸は比較的日

照時間が短いエリアであるためバッテリーの運用に工夫を施し、安定して運用できるように研
究を進めた。また、ブイが備えている観測センターは水中生物が付着する等の影響で感度が悪く
なるため定期的に清掃が必要となる。この清掃には漁師の皆様にもご協力を頂き、いまでは大学
から離れた観測地点においても安定した運用ができるようになっている。小規模な組織でも長
期にわたってシステムを維持・運営できるようにするため、試行錯誤をしてきた。これらの経験
を含めて重要な成果と認識している。 
 
 
（２）急潮モニタリングとモニタリング体制への貢献 
 福井県沿岸では、急潮と呼ばれる突発的な強い流れがしばしば発生し、定置網などの水産業に
甚大な影響を与える。（1）で示した新しい観測機器を設置するだけではなく、一方でその効果的
な活用方法について研究を進めることは大切である。本研究の実施期間中にも、大規模な急潮被
害が発生した。その際には、福井県水産試験場と協力して急潮を引き起こした流れの特徴や、過
去の急潮との比較、今後の対策について検討を進めた。 
 図 2には分析例を示している。この年は台風や低気圧が頻繁に襲来し、計 3回の定置網被害が
発生した。それぞれの被害発生時のデータを分析し、被害の発生要因は複数あったことを明らか
にした。また、近年は大きな定置網被害が増加傾向であるため、福井県が急潮のモニタリング体
制を強化することとなった。新たなモニタリング体制のなかで福井県立大学のリアルタイム海
洋観測ブイも加わることとなり重要な役割を果たすことになった。 
 

 
 
 
（３）漁獲に関連する経験知の検証的分析 
 福井県沿岸の定置網漁場の漁獲量データと水温データ、沖合の海面高度計データを利用して、
大漁時の沖合の条件について調べた。日本海沿岸は沖合の中規模渦の配置によって、水温のみな
らず漁獲量も変化するといわれている。この経験知について、観測データを用いて検証的に分析
した。 
福井県沿岸の定置網の 5 年分の漁獲データを利用してハマチの大漁の日を抽出し、同時期の

水温データからは大漁時の水温の値を収集した（図 3左）。さらに、沖合の情報として、大漁の
日と同時期の海面高度データも集めた（図 3 右）。海面高度計を利用すると沖合の中規模渦の配
置を理解することができ、たとえば図 3右の「H」は海面が比較的高い場所で暖水域が存在し、
一方の「L」は海面が低い場所で冷水域が存在することを把握できる。 
収集した複数回の大漁時の海面高度データをもちいて、その平均的な沖合の海面高度の分布

図を作成した（図 3 右）。図をみると、ハマチが大漁であったときは、沖合で冷水域が越前岬付
近に張り出した構造になったタイミングであることが明らかになった。 
 海面高度データは web サイト経由で入手可能であることから、海面高度データと福井県沖の
モニタリングデータを組み合わせることにより、漁獲量の予測へとつながる情報を提供できる
可能性が示唆された。一方で、このような評価ができる魚種は限定されており、日々の操業で利
用するには更なるデータの蓄積とそれらのデータを利用した傾向の分析が必要と考えられた。 

図 2．急潮による定置
網被害が発生したと
きの分析例． 

2019年、ある定置網
で数ヶ月のうちに複
数回発生したため、そ
の原因について分析
した。低気圧や台風が
通過するときに一時
的に流速が早くなる
傾向があるが、3 回目
の被害時のように流
れは遅いときもあり、
被害を引き起こす要
因は複数あることが
わかった。 

 



 
 
（４）ADCP を利用した環境指標の開発 
 近年、ADCP を搭載したリアルタイム海
洋観測ブイが福井県沖で導入されるよう
になった。福井県沖では福井県水産試験
場が底びき網漁をサポートするために運
用を開始している。 
 ADCP は測器から超音波を発信し、水中
懸濁物からの反射強度を計測して流速を
計測する。流速と共に計測される反射強
度は過去の研究によりプランクトンなど
の存在量によって変化することが知られ
ているが、福井沖のブイにおいては ADCP
反射強度データの分析はこれまで行われ
ていなかった。そこで本研究では、この
ADCP の反射強度データに着目し、新たな
環境指標としての利用価値の可能性につ
いて検討した。 
 図 4には、2022 年 3月の反射強度の時
系列（上層、中層、下層）と水温、流速、
波高の時系列が示されている。上の三段
の反射強度時系列に注目すると、日周期
の変動成分が検出された。その変動成分
を丁寧に調べると、急激な増加、減少は日
の出、日の入りと同期していたことから
能動的に変化している動物プランクトン
である可能性が示唆された。また、このよ
うな日周期変動のシグナルはいつでも検
出されるわけではなく、検出される時期と
されない時期があった。日周期変動シグナ
ルが発生していたタイミングで採水調査
を行ってプランクトンを特定することが
必要であるものの、動物プランクトンの存
在時期を把握するデータとして活用でき
る可能性が示唆されたと考えている。 

図 3．6～7 月におけるハマチの漁獲量（左上）と同時期の水温（左下）． 
大漁日の海面高度データを利用して作成した平均的な海面高度分布図（右、図中の L は海
面高度が低い場所（低温域）、H は高い場所（高温域）を意味する）。図中の赤い点は定置
網の位置を示している。 

図 4．ADCP の反射強度データ． 
上から反射強度（上層、中層、下層）、水温、流
向・流速（上層、中層、下層）、波高の時系。水
温、流向・流速、波高データは公開されている
ものの、反射強度の時系列は研究用として本研
究において作成したもので公開はされていな
い。 
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